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	応用
	抗原情報
	背景
	ミオシンは、アクチンフィラメントに沿って運動しながらATPを加水分解する、大規模なモータータンパク質スーパーファミリーです。ミオシンは太い筋フィラメントの主成分で、球状の頭部と長い尾部を持つ非対称な長い分子です。この分子は2つの重鎖と4つの軽鎖から構成されます。平滑筋と心筋の活性化には、主にカルシウムとミオシンのリン酸化を増加させて収縮を引き起こす経路が関与しています。ミオシン軽鎖ホスファターゼは、活性化ミオシン軽鎖を脱リン酸化することで、筋収縮を制御します。MYL3は、文献では心室アイソフォームおよび骨格筋遅筋アイソフォームとも呼ばれるアルカリ軽鎖であるミオシン軽鎖3をコードしています。ヒトミオシン軽鎖は、心臓マーカーとして臨床応用されています。MYL3の変異は、中左室腔型肥大型心筋症の原因として特定されています。
	研究分野
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	ラット胎児心臓組織溶解物に対するMYL3（1）およびMYL2（2）マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	MYL3 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学分析。

